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揺るぎなき信念、時代への階
きざはし

～世界に誇る継続可能な地域
ま ち

をめざして～

インタビュア：中村美由紀

松本青年会議所　理事長　上條　洋さん

1960年以来、政治や経済だけに限らず、青少年育成、観光政策、保健福祉、
環境問題、国際交流など、あらゆる分野で「今、地域に必要なものは何か？」
を考え、自分たちの手でまちづくり活動を行ってきた社団法人松本青年会議
所のメンバー達。そんな志ある青年経済人のひとり、2009年の理事長である
上條洋さんにお話を伺いました。

生きていることを実感しました。

中村：なるほど…友情ですか。いい

ですね。

上條：最初は、会に参加する仲間が

みんなエリートのように見え、小さ

なコンビニの店長で、スーツなど着

たこともない自分が会に参加するこ

とが恥ずかしかった。でも、一つひ

とつ自分でも出来ることを見つけて

実行していくうちに自信がつき、ま

ちづくり活動の事業計画を作成し、

行動していく中で、なぜこんな苦し

い事をしなければならないのかと感

じることもありましたが、やり通し

たあとの達成感は最高です。疲れて

もまた未来のまちづくりのためにま

た頑張りたくなる。そこがJC活動

の魅力だと思います。

中村：2009年の理事長に着任された

上條さんですが、所信表明のメッセ

ージ（表題）には、どんな思いを込

めたのですか？

上條：僕らの行動がすぐに成果が出

るわけではないが、この地域を作る、

そのための階であり、そんな松本

JCになりたい。僕らが必死で真剣

に取り組む気持ちを込めました。こ

んな苦しい時代に自ら会費を負担し

て活動をする。私たちはお遊びの団

体じゃない!! そして、生命の営みや

環境を、後世まで長期的に守り引き

継いでゆく…持続可能なまちづくり

が、本年の我々のミッションである

と考えます。政治も経済もめまぐる

しく変化し頓挫し、価値観がどんど

ん変わっていく社会の中で、変わら

時代への階
きざはし

になろう

中村：今日は、上條さんの社団法人

松本青年会議所（以下松本JC）へ

の入会のきっかけや会員の皆さんが

なさっている活動について伺いに参

りました。よろしくお願いします。

上條：こちらこそよろしくお願いし

ます。私は、不動産賃貸業とコンビ

ニエンスストアを営んでいます。社

員１名、家族経営の小さな会社です。

松本JCへの入会は2000年、父親が定

年退職を機に会社を起業したこと

で、家業を手伝うため務めていた会

社・スイミングクラブを退職する際

に、当時の理事長に「入会しないか」

目的意識を持った大人の友情
と声をかけていただきました。

中村：トレーナーをなさっていたん

ですか？

上條：そうです。当時はもっと健康

的な体型でしたから（笑）。その理

事長は、我々夫婦の仲人も務めてく

ださった会社の専務で、独立の後押

しをしてくれ、人生を変えてくださ

った方です。松本JCとの出会いを

作ってくださったことにも感謝して

います。大きな驚きは、30歳を過ぎ

てから「真の友情」が芽生えたこと

…“やんちゃ”で会社も個人も自己

中心だった自分の視野が広がり、周

りのみんなに「生かされていること」

に気がつき、このまちに支えられて

かみじょう・ひろし
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なかむら・みゆき
各種イベント・式典・ブラ
イダルのMC。個別対応と地
域に根ざした仕事を心がけ、
信州まつもとの新たな発見
を発信すべく日々活躍中。

まちづくりの活動ができると思いま

すし、理事長という大役を務めるこ

とが出来るのも家族あってのことと

感謝をしています。理事長職を受け

ることを悩んでいた昨年、９歳の娘

が妻にこういったそうです。「一度

しかできないんだからやればいいの

に！」って…彼女が育ってきた環境

の中に松本JCがあった。地域の中

のお父さんの存在も知っていてくれ

たことが嬉しかったですね。

中村：素敵なご家族ですね。では、

最後に地域の中のお父さんである上

條さんが思うこの街の宝とは何でし

ょう？

上條：いっぱいありすぎますが…

（間）…歴史ある街とそれを守ろう

とする意識。その宝を引き継いでい

くことが何より大切だと考えます。

中村：“50”のロゴが刻まれたオレ

ンジ色のネクタイに負けない、内に

秘めたるエネルギーをたっぷりと伺

うことができました。ありがとうご

ざいました。

以前の“松本かるた”は歴史的価値

が高いため引き続き残していこうと

思います。その上で新たに私たちが

このまちの貴重な資源や財産を後世

に引き継ぐべく、ゲーム性の高い、

楽しく学び遊べる、また松本のお土

産となるようなカルタが作れたらと

考えて計画しています。

中村：忙しく活動されていると思い

ますが、ご家族との時間はどうされ

ていますか？

上條：以前は、家族にも自分が松本

JCでどんな活動をしているのかう

まく伝わらない苦しさがありまし

た。家族経営の会社ですから留守番

する側はとんだ迷惑ですよね。「頑

張ってやってこい」という言葉をも

らったのは２、３年

前です。家族にも自

分の活動が理解され

たことが本当にうれ

しかったし、様々な

経験を通じて自分自

身が変わったことを

ちゃんと見ていてく

れたと思います。い

まは、社長がいてく

れるから自分が外で

支えてくれる家族に感謝

ない人間の本質“人を思いや

る心”と“環境”を大事にし

ながら、今こそ基礎をしっか

り固めなければと思うので

す。

中村：具体的にはどんな活動

をされる予定ですか？

上條：今年は、当団体が創立

50周年を迎えます。50年に一

度しかできないそんな事業を

考えています。私は、３月に

開催した講演会の講師：国際

生態学者の宮脇昭先生との出

会いで、大きく自分が変わり

ました。昨年８月に初めてお

会いし、先生の考え方を知り、

植樹活動が単なる環境のため

だという漠然としたものでなく、そ

の土地に自生していた木を探し出

し、その苗を植え育てることが、生

命を守り愛する者を守ることに繋が

ると学びました。先生の理論を表現

し、お伝えするのは大変難しいです

が、自分たちで咀嚼し、実行してい

きながら伝わればと考えています。

７月の、松本少年刑務所での植樹も、

活動を通して命の尊さと向き合う機

会になればと願っています。幅60セ

ンチの土地があれば森が出来ます。

この活動は継続していくことが大切

だと認識していますので、秋に向け

て単なる「植樹」に終わらないよう

にJCらしさもプラスした活動を模

索中です。この他には、子ども達に

松本に根付く文化・歴史を伝えたい

と『松本かるた』を計画しています。

次世代米の田植え体験を通じて、食糧・環境問題を考える


